
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コーナー接続具により樹脂フレームを連結した枠体に透明部材を備え、前記樹脂フレーム
にハンドルの両端を固着させた貯蔵庫の扉体において、前記樹脂フレーム内に前記コーナ
ー接続具とスペーサを嵌挿させるとともに、前記ハンドルの一方を前記樹脂フレームと前
記コーナー接続具とを貫通させた固着手段により、前記ハンドルの他方を前記樹脂フレー
ムと前記スペーサとを貫通させた固着手段により、前記扉体に固着させたことを特徴とす
る貯蔵庫の扉構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、コーナー接続具を備えた冷蔵ショーケース等の貯蔵庫におけるペアガラス等
の複層透明部を備えた扉のハンドル固着構造に関するものである。
【０００２】
【従来技術】
従来の貯蔵庫は、図５に示すように、貯蔵庫の開口部１３に備えたガラス扉３０を備えて
おり、このガラス扉３０は、図６に示すように、ペアガラス３２、樹脂フレーム３４とア
ルミダイカスト製のコーナー接続具１０、ハンドル１５により構成され、ガラス扉４辺に
備えた４本の樹脂フレーム３４にそれぞれのコーナーに備えた４個のコーナー接続具１０
の嵌挿部をそれぞれ挿入し、樹脂フレーム３４に設けられた溝部３３にペアガラス３２を
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嵌め込んで、ネジで樹脂フレーム３４とコーナー接続具１０を固着させた後、ハンドル用
固定ネジ１７により、ガラス扉３０の裏側から樹脂フレーム３４を貫通させてハンドル１
５をガラス扉３０の表側に固着させている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
この樹脂フレームへのハンドル１５のネジ止めは、樹脂フレームにペアガラスを挟んだ形
で締付けられているが、樹脂で押出成形されている樹脂フレームは中空であるため、ハン
ドル用固定ネジを強く締付けたときには締付け力により変形してしまった。
また、この変形は扉表面、側面に現れ、外観を損なうとともに、この変形により、ハンド
ル用固定ネジが緩み、ハンドルががた付くこともあった。
【０００４】
【発明の目的】
この発明は、前述したコーナー接続具に内在している課題に鑑み、これを好適に解決する
べく提案されたものであって、断面が筒状に押出成形された樹脂フレームとペアガラスを
、コーナー接続具により組立てた扉に関するものであり、樹脂フレームに取付けるハンド
ルの締付けネジの締付けトルクを上げ、ハンドル用固定ネジの緩みによるハンドルががた
付く問題を解決することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記課題を克服し、所期の目的を好適に達成するため本発明の請求項１は、コーナー接続
具により樹脂フレームを連結した枠体に透明部材を備え、前記樹脂フレームにハンドルの
両端を固着させた貯蔵庫の扉体において、前記樹脂フレーム内に前記コーナー接続具とス
ペーサを嵌挿させるとともに、前記ハンドルの一方を前記樹脂フレームと前記コーナー接
続具とを貫通させた固着手段により、前記ハンドルの他方を前記樹脂フレームと前記スペ
ーサとを貫通させた固着手段により、前記扉体に固着させたことを特徴としている。
また、本発明の請求項２は、コーナー接続具により樹脂フレームを連結した枠体に透明部
材を備え、前記樹脂フレームにハンドルの両端を固着させた貯蔵庫の扉体において、前記
コーナー接続具には、前記樹脂フレームに嵌挿する嵌挿部を備え、前記嵌挿部を延在させ
て、前記樹脂フレームおよび延在させた嵌挿部を貫通させた固着手段により、前記ハンド
ルの両端を前記扉体に固着させたことを特徴としている。
【０００６】
【発明の効果】
本発明の請求項１は、コーナー接続具により樹脂フレームを連結した枠体に透明部材を備
え、樹脂フレームにハンドルの両端を固着させた貯蔵庫の扉体において、樹脂フレーム内
にコーナー接続具とスペーサを嵌挿させるとともに、ハンドルの一方を樹脂フレームとコ
ーナー接続具とを貫通させた固着手段により、ハンドルの他方を樹脂フレームとスペーサ
とを貫通させた固着手段により、前記扉体に固着させたことによって、樹脂フレームに取
付けるハンドルの締付けネジの締付けトルクを上げ、ハンドル用固定ネジの緩みを防止で
きた。
また、本発明の請求項２は、コーナー接続具により樹脂フレームを連結した枠体に透明部
材を備え、樹脂フレームにハンドルの両端を固着させた貯蔵庫の扉体において、コーナー
接続具には、樹脂フレームに嵌挿する嵌挿部を備え、嵌挿部を延在させて、樹脂フレーム
および延在させた嵌挿部を貫通させた固着手段により、ハンドルの両端を前記扉体に固着
させたことによって、別部材を使用することなく、嵌挿部を延在させただけで、樹脂フレ
ームに取付けるハンドルの締付けネジの締付けトルクを上げ、ハンドル用固定ネジの緩み
を防止できた。
【０００７】
【発明の実施の形態】
本発明に係る冷蔵ショーケース等の貯蔵庫におけるガラス扉のコーナー接続具につき、好
適な実施形態を挙げて、添付図面を参照しながら、以下説明する。
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なお、図５、図６に関連して説明した従来例のガラス扉に既出の同一部材については、同
一の符号で指示するものとする。
【０００８】
本発明に係る冷蔵ショーケース等の貯蔵庫におけるガラス扉のコーナー接続具は、図１～
図３に示すように、樹脂フレーム３４の当接連結角度である９０度に形成されたＬ形底部
１２と、Ｌ形底部１２の幅方向両側縁から内側 (ペアガラス３２を指向する側 )に向けて所
要長さ延出して対向する側片部１４、１４とからなり、断面略コ字状の嵌挿部２０同志が
直角に形成されている。
そして各嵌挿部２０が、樹脂フレーム３４の略四角形に形成された空洞部３４ａに嵌挿さ
れるようになっている。
なお、嵌挿部２０の外面が、樹脂フレーム３４の空洞部３４ａにおける内面に密着的に当
接して、コーナー接続具１０と樹脂フレーム３４とががた付きなく嵌合されるよう設定し
てある。
【０００９】
前記側片部１４の所定位置には、ビス止め用のネジ孔１８が複数穿設されると共に、樹脂
フレーム３４の両側面には、ビス挿通用の孔４２が複数穿設されている。これらの孔１８
および孔４２は、コーナー接続具１０の嵌挿部２０を樹脂フレーム３４の空洞部３４ａに
嵌挿し、この空洞部３４ａの内側端３５が逃し部１６、１６の端面１６ａ、１６ａに当接
した位置で、整列一致する関係に設定されている。
なお、Ｌ形底部１２の一方の辺に穿設されている軸用孔２２には、冷蔵ショーケース５０
に配設した図示しない支点軸が挿通され、ガラス扉３０を支点軸を中心として開閉可能と
するべく機能する。
【００１０】
また、ガラス扉３０を組立てるには、先ず各コーナー接続具１０の嵌挿部２０を対応する
樹脂フレーム３４の空洞部３４ａに所要長さだけ嵌挿し、枠体３１の内部寸法をガラス３
２の外形寸法より大きくした状態で仮組みする。
そして、この仮組み状態の枠体３１を、図示しない作業台の中央に置いたガラス３２を囲
繞する位置に位置決めする。次いで、図示しない専用の治具により４本の樹脂フレーム３
４の夫々を内側に向けて押圧することにより、各樹脂フレーム３４がコーナー接続具１０
の嵌挿部２０に嵌挿されつつ枠体３１が縮小し、該枠体３１の内側に備えた溝部３３にガ
ラス３２が嵌合されるに至る。
【００１１】
続いて、ハンドル１５を樹脂フレーム３４に固定しつつ、ガラス扉のコーナー部側（図で
示す下側）には、樹脂フレーム３４に備えた固定ネジ挿通孔４４およびコーナー接続具１
０に備えた固定ネジ挿通孔４５に、ハンドル用固定ネジ１７をガラス扉３０の裏側から貫
通させて、ハンドル１５の下側に備えた図示しないネジ穴に差込んで螺着させている。
また、ガラス扉のコーナー部側より離れた側（図で示す上側）には、樹脂フレーム３４内
に断面コ字状の亜鉛鉄板等の金属製板金で作成されたスペーサ４３を挿通させて、下方に
あるコーナー接続具１０に近接させて備え、樹脂フレーム３４の固定ネジ挿通孔４４と同
じ位置になるようにスペーサ４３にも固定ネジ挿通孔４５を備えて、両方の孔にハンドル
用固定ネジ１７をガラス扉３０の裏側から貫通させてハンドル１５の上側に備えた図示し
ないネジ穴に差込んで螺着させている。
上記のハンドル１５の上下端部でのガラス扉３０への螺着により、図３のハンドル用固定
ネジ１７の締付け部断面図に示すように、ハンドル１５の上側では樹脂フレーム３４とス
ペーサ４３を、ハンドル１５の下側では樹脂フレーム３４とコーナー接続具１０とを、ハ
ンドル用固定ネジ１７を貫通させて、ハンドル１５をガラス扉３０の表側に固定させてい
る。
【００１２】
次に、本発明の第２実施形態を説明する。本発明の第２実施形態は、図４に示すように、
樹脂フレーム３４にコーナー接続具１０をそれぞれ挿入し、ペアガラス３２を樹脂フレー
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ム３４に設けられた溝部３３に嵌め込み、それぞれコーナー接続具１０を挿入して、コー
ナー接続具１０と樹脂フレーム３４をネジ止めする構造は、本発明の第１実施形態と同じ
であるが、第 1実施形態におけるコーナー接続具１０と別部材であるスペーサ４３の替わ
りに、第 2実施形態では、Ｌ字状のコーナー接続具１０のガラス扉のコーナ部側（図で示
すハンドル１５の上側）の締付部（第１実施形態のスペーサ４３の上端とほぼ同じ位置）
まで伸ばして延在させて、一体の構造とし、樹脂フレーム３４の内側にスペーサとしての
役割を果たようにしている。
なお、第２実施形態のハンドル１５をガラス扉３０に組付けたハンドル用固定ネジ１７の
締付け部断面は、図３と同じように表われ、樹脂フレーム３４に備えた孔４４および延在
させた延在部に備えた孔４５に、それぞれハンドル用固定ネジ１７をガラス扉３０の裏側
から貫通させて、ハンドル１５に備えた図示しないネジ穴に差込んで螺着させ、ハンドル
１５の上下端部を、ガラス扉３０の表側に固定させている。
【００１３】
上記の構造により、本発明はハンドル１５に締付けるハンドル用固定ネジ１７の締付トル
クを上げた場合でも、スペーサ４３やコーナー接続具１０の延在部により樹脂フレーム３
４の変形が抑えられ、外観が著しく向上する。
また、変形が抑えられるとハンドル用固定ネジ１７の座面と樹脂フレーム３４の摩擦力が
従来の構造より安定するため、ハンドル用固定ネジ１７の締付による締付力も安定する。
このことからハンドル用固定ネジ１７の締付トルクの効果が大きくなり、品質の高い製品
を安定して供給することが出来る。
また、締付けトルクを上げることが出来るようになると、作業工数を上げることなく、ハ
ンドル用固定ネジ１７の緩みやハンドル１５の落下等を防止することが出来る。
また、本発明における第 1実施形態のスペーサ４３および４個のコーナー接続具１０、第
２実施形態の延在させたコーナー接続具および他のコーナー接続具１０は、ともに亜鉛鉄
板等の金属製の板金を曲げて製作しており、型で製造されたアルミダイカスト製のコーナ
ー接続具に比較して、型が不要である。
また、本発明の第２実施形態では、工場でのハンドルの組付けや市場でのハンドルの交換
をするために、ハンドル用固定ネジ１７を外しても、コーナー接続具と一体になった延在
部のため、延在部の位置決めが容易である。
【００１４】
なお、本発明の実施形態ではコーナー接続具を利用して冷蔵ショーケースのガラス扉を形
成する場合につき説明したが、本発明は冷蔵ショーケース以外の扉のハンドル固着構造に
も使用し得るものである。
また、本発明の実施形態では一対の樹脂フレームにスペーサやコーナー接続具を延在させ
て備えた場合につき説明したが、本願はこれに限定されるものでなく、ハンドルの締め付
けに耐えられる扉の枠体にすれば、ハンドルが確実に固定されることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のコーナー接続具を採用した扉の要部分解斜視図
【図２】図１の扉の分解斜視図
【図３】本発明のコーナー接続具を採用した扉の要部断面図
【図４】本発明の第２実施形態のコーナー接続具を採用した扉の分解斜視図
【図５】従来の冷蔵ショーケースの斜視図
【図６】従来のコーナー接続具を採用した扉の分解概略視図
【符号の説明】
１０…  コーナー接続具
１２…Ｌ形底部
１３…開口部
１４…側片部
１４ａ、１４ｂ…  内側縁
１５…ハンドル
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１６…逃し部
１６ａ…端面
１７…固定ネジ
１８、４２…孔
２０  …嵌挿部
２２…軸用孔
３０…ガラス扉
３１…枠体
３２…ペアガラス
３３…溝部
３４…樹脂フレーム
３４ａ…空洞部ａ
３５…内側端
４３…スペーサ
４４、４５…固定ネジ挿通孔
５０…冷蔵ショーケース
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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